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問1 銅粉をステンレス皿で加熱して完全に酸化させる実験において、銅の質量と結びつく酸素の質量の比は 4：1 であることがわ
かっている。銅粉 2.0g を十分に加熱してすべて酸化銅に変化させたとき、反応後の物質全体の質量は何gになるか。 （2025年　茨

城公立入試　類似）

1.  2.5g 2.  0.5g 3.  3.0g 4.  4.0g

問2 鉄粉、活性炭、食塩水を混ぜて簡易カイロを作る実験を行いました。反応が始まると混合物の温度が上昇し、容器からは湯気
が立ち上がっているのが観察されましたが、反応前後の全体の質量を精密に測定したところ、数値にほとんど変化が見られま
せんでした。この実験結果の理由として適切な説明はどれですか。 （2019年　石川公立入試　類似）

1.  鉄が酸素と結びついて増加した
酸素の質量と、反応熱によって蒸
発して減少した水の質量がほぼ同
じであったため

2.  密閉されていない容器であって
も、化学変化の前後では全体の質
量が常に一定に保たれるという法
則があるため

3.  活性炭が反応中に発生した水蒸
気をすべて吸着し、容器の外へ物
質が逃げ出さないように働いたた
め

4.  鉄と食塩水が反応する過程で気
体が発生しないため、反応に関わ
る物質がすべて容器内に留まった
ため

問3 アンモニア、空気、塩化ナトリウム（食塩）、食塩水の4つの物質について、化合物に分類されるものの組み合わせとして正し
いものはどれですか。 （2024年　沖縄公立入試　類似）

1.  アンモニアと塩化ナトリウム 2.  アンモニアと空気 3.  塩化ナトリウムと食塩水 4.  空気と食塩水

問4 試験管に入れた黒色の固体である硫化鉄にうすい塩酸を加えたとき、化学変化が起こり気体が発生しました。このとき発生し
た無色の気体の名称と、その気体が持つ特有のにおいの組み合わせとして正しいものを選びなさい。 （2019年　石川公立入試　類似）

1.  硫化水素 ― 卵が腐ったような
におい

2.  水素 ― 無臭 3.  酸素 ― 無臭 4.  窒素 ― 刺激臭

問5 炭酸水素ナトリウムの状態と変化について調べた実験の結果として、もっとも適切なものはどれですか。 （2021年　鳥取公立入試　類似）

1.  炭酸水素ナトリウムを氷水に加
えても、気体は発生しない。

2.  炭酸水素ナトリウムを乾いた試
験管に入れ、外側から氷水で冷や
すと気体が発生する。

3.  炭酸水素ナトリウムは常温の水
に溶かすだけで、激しく二酸化炭
素を発生して分解される。

4.  炭酸水素ナトリウムを熱湯に加
えても、物質に変化は起こらず気
体も発生しない。

問6 密閉されていない容器で酸化銅を還元し、気体が発生して容器の外へ逃げていく反応を考えます。このとき、反応後に残った
固体の質量を求める方法として適切なものはどれですか。 （2024年　滋賀公立入試　類似）

1.  反応前の物質の総質量から、発
生して逃げていった気体の質量を
差し引く。

2.  反応前の物質の総質量に、発生
して逃げていった気体の質量を加
える。

3.  反応前の酸化銅の質量を、発生
した気体の質量で割る。

4.  反応前の酸化銅の質量と、発生
した気体の質量の平均値を算出す
る。

問7 銅の粉末を加熱した際、加熱後の質量は加熱前に比べて増加します。1.0gの銅の粉末を加熱し、一部が反応した状態で質量を
測定したところ1.15gでした。このとき、まだ反応していない銅の質量は何gですか。ただし、銅と酸素は4：1の質量比で反応
するものとします。 （2023年　福井公立入試　類似）

1.  0.15g 2.  0.40g 3.  0.60g 4.  0.85g

問8 1種類の物質を加熱することによって、2種類以上の異なる物質に分かれる化学変化のことを何といいますか。 （2017年　京都公立入試　

類似）

1.  熱分解 2.  蒸留 3.  燃焼 4.  溶解

問9 ホットケーキをふっくらさせるために炭酸水素ナトリウム（重曹）を利用する場合、加熱によって発生する気体と、その気体
を確認する方法の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2014年　沖縄公立入試　類似）

1.  二酸化炭素が発生するので、石
灰水に通すと白く濁ることで確認
する

2.  酸素が発生するので、火のつい
た線香を近づけて炎が大きくなる
ことで確認する

3.  水素が発生するので、マッチの
火を近づけて音を立てて燃えるこ
とで確認する

4.  窒素が発生するので、火を近づ
けてすぐに消えることで確認する
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答え合わせ・解説

問1 答え 1
2.5g

質量保存の法則により、反応後の物質（酸化銅）の質量は、反応した銅の質量と酸素の質量の和に
等しくなる。銅と酸素が 4：1 の割合で反応するため、銅 2.0g に対して反応する酸素の質量は
0.5g と計算できる。よって、反応後の質量の総和は 2.0g ＋ 0.5g ＝ 2.5g となる。

問2 答え 1
鉄が酸素と結びついて増加した酸素の質
量と、反応熱によって蒸発して減少した
水の質量がほぼ同じであったため

鉄の酸化反応は、鉄が空気中の酸素と結合する反応であるため、本来は結合した酸素の分だけ質量
が増加します。しかし、簡易カイロの反応は発熱を伴うため、その熱によって食塩水に含まれる水
分が蒸発し、水蒸気として容器外へ逃げていきます。この「酸化による質量の増加」と「蒸発によ
る質量の減少」がほぼ同じ量であったため、見かけ上の質量が変化しなかったと考えられます。質
量保存の法則は、反応に関わるすべての物質（逃げ出した水蒸気などを含む）を合算した場合には
成り立ちますが、この実験のような開放系では測定値が変化するのが一般的です。

問3 答え 1
アンモニアと塩化ナトリウム

アンモニア（窒素と水素からなる）や塩化ナトリウム（ナトリウムと塩素からなる）は、2種類以
上の元素が結びついてできた一定の性質を持つ純粋な物質であるため、化合物です。一方で、空気
（窒素や酸素などの混合）や食塩水（水と塩化ナトリウムの混合）は複数の物質が混ざった混合物
です。

問4 答え 1
硫化水素 ― 卵が腐ったようなにおい

硫化鉄に塩酸を加えると、硫化水素という気体が発生します。この気体は無色ですが、非常に強い
「卵が腐ったようなにおい（腐卵臭）」を持つのが最大の特徴です。他の選択肢にある水素、酸
素、窒素はいずれも無臭の気体であり、硫化鉄と塩酸の反応では発生しません。

問5 答え 1
炭酸水素ナトリウムを氷水に加えても、
気体は発生しない。

炭酸水素ナトリウムは常温や低温の状態では安定しており、氷水に加えたり試験管を冷却したりし
ても化学変化は起こりません。この物質が分解して気体を発生させるには加熱によるエネルギーが
必要であるため、熱湯に加えたり直接加熱したりした際にのみ反応が進行します。

問6 答え 1
反応前の物質の総質量から、発生して逃
げていった気体の質量を差し引く。

質量保存の法則により、反応前の物質の総質量と、反応によって生じた物質（固体および気体）の
総質量は等しくなります。気体が発生して容器の外へ逃げていった場合、その分だけ容器内の質量
は減少して測定されます。したがって、反応後の固体の質量は、反応前の全体の質量から逃げた気
体の質量を引くことで算出できます。

問7 答え 2
0.40g

まず、結びついた酸素の質量を求めます。加熱後の質量から加熱前の質量を引くと、1.15 － 1.00
＝ 0.15[g] の酸素が結びついたことがわかります。銅と酸素の反応する質量比は4：1であるた
め、酸素0.15gと反応した銅の質量は、0.15 × 4 ＝ 0.60[g] です。もともとあった銅は1.0gなの
で、まだ反応していない銅は、1.00 － 0.60 ＝ 0.40[g] となります。

問8 答え 1
熱分解

加熱によって1種類の物質が2種類以上の別の物質に分かれる化学変化を熱分解といいます。これに
対し、2種類以上の物質が結びついて別の物質ができる変化を化合、液体を沸騰させて気体にし、
それを再び冷やして液体として取り出す操作を蒸留と呼び、区別する必要があります。

問9 答え 1
二酸化炭素が発生するので、石灰水に通
すと白く濁ることで確認する

炭酸水素ナトリウムを加熱して発生する気体は二酸化炭素です。二酸化炭素には石灰水を白く濁ら
せる性質があるため、これを利用して気体の種類を特定することができます。酸素は酸化銀の熱分
解、水素は金属と酸の反応などで発生します。


